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AZAPA とリコー、仙北市で自動運転の共同実証実験を開始 

 

 AZAPA 株式会社（愛知県名古屋市中区錦２−４−１５、代表取締役 近藤康弘、以下

AZAPA）と株式会社リコー（東京都中央区銀座８−１３−１、代表取締役 山下良則、

以下リコー）は、国家戦略特区である秋田県仙北市で自動運転での機能の環境耐性な

どの潜在的課題を抽出し、新たな技術イノベーションによる課題解決を目的とした車

両の実証実験を開始します。 

 

秋田県仙北市は、地域社会の構造改革を重点に推進するため、全国１０区域で国家

戦略特区に指定された地域のひとつで、「近未来技術実証特区」の取り組みとして、ド

ローンによる図書配送や無人運転バスなど、実サービスに向けた実証実験の誘致を進

めています。１０月からは AZAPA とリコーが新たな取り組みとして、自動運転の公道

実証実験を行います。 

 

実証実験では、公道走行における技術的な課題や、雪国での実用化、交通インフラ

環境との協調性、法整備などの具体的な実用化への課題の洗い出しを行います。

AZAPA は、自動運転における経路生成〜回避行動の自動運転制御、および搭乗者の感

性に関する制御技術をテーマに、リコーは、ステレオカメラ※などを用いた全方位画像

センシング技術、および人の認知・判断・行動の高度解析をテーマに取り組み、両社

で技術融合した車両を用いて、自動運転における課題抽出と新たな技術的解決を図り

ます。 

※ステレオカメラ 2 台のカメラの視差情報を利用し、前方の対象物の奥行き情報（3 次元情報）が得られるカメ

ラ。 

 

今回、あきた芸術村の協力のもと、駐車場〜周辺の公道走行だけでなく、駐車場で

の全自動駐車、来場者の行動を認識・分析する IoT（Internet of Things）と制御の協

調など、今後の自動運転の可能性を広げるための実証実験も積極的に行います。 

 



（下記：実験内容） 

 

 

両社は、本実証実験を通じて、社会的意義・今後の予定として未来の自動車の価値



における新たなオープンイノベーションを牽引する役割を担い、日本のものづくりに

貢献することを目指します。 

 

AZAPA は、この実証実験で得た自動運転技術を今後、物流、家電、医療などのあら

ゆる産業へ展開する”AZAPA INSIDE”へと推し進め、国内での少子高齢化による労働人

口の課題や社会環境を取り巻く直面した課題に対して、深く因果関係を紐解き、新た

な価値の発見と製品づくりに今後も積極的に取り組んで参ります。 

 

リコー は今年 4 月 に、お 客様 に提 供 する価 値を「EMPOWERING DIGITAL 

WORKPLACES」と定めました。本実証実験ではステレオカメラや測距センサーから取

得したデータを解析し、空間をデジタル化する技術を高めます。そして、そのワーク

プレイスへの応用についても研究開発を進めます。 

なお、リコーは仙北市の「近未来技術実証特区」の取り組みに注目し、平成２８年

から２９年にかけて路面性状モニタリングシステムの実証実験を行いました。 

 

関連リンク 

 

3D ビジョンセンサー 産業用ステレオカメラ

http://industry.ricoh.com/fa_camera_lens/sv-m-s1/ 

 

 

お問い合わせ先 

 

AZAPA 株式会社 マーケティング事業部 

TEL 03-5545-5590 

E-mail: mayumi-tanaka@azapa.co.jp 

URL: http://azapa.co.jp 

 

株式会社リコー広報室 

Tel: 03-6278-5228 

E-mail: koho@ricoh.co.jp 

URL: http://jp.ricoh.com 
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